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は，ヤハズエンドウの丸い豆ではなく，レンズマメにそっく
りな扁平な豆だった（図 -1）。ルイセンコ一派の研究者は，
それは，扁平な種子をつける特徴を維持したままレンズマメ
がヤハズエンドウに変わったのだと，1952 年に主張した。
しかしその 7年後，イギリスの研究者により，扁平な種子
をつける「ヤハズエンドウ」とレンズマメとのあいだに稔性
はないが，ふつうのヤハズエンドウとのあいだでは稔性があ
り，扁平な種子タイプは潜性（劣勢）で丸い種子タイプは顕
性（優勢）としてメンデル遺伝することを証明した。
水田ではイヌビエやタイヌビエなどのノビエ類が擬態随伴
雑草としてよく知られている（図 -2）。ノビエ類の形状がイ
ネに似ているのもヴァヴィロフ型擬態と考えてよい。ここで
おもしろいのは，ノビエ類とイネは，葉や茎はよく似ている
ものの，穂の形状はまるで違うことだ。これは，穂の形状に
は人為選抜圧がかからなかったことを意味している。それに
は，イネの結実率が落ちないよう，出穂期の除草は行われて
こなかったからと思われる。
しかしこうした説明は，あくまでも外部形態，すなわち表
現型の観察からなされてきたもので，遺伝子レベルでの解析
はなされてこなかった。そこにメスを入れたのが，ヴァヴィ
ロフを尊敬してやまない，浙江大学の中国人研究者，扇龍江
（ファン・ロンジャン）だった。扇らは，イヌビエのヴァヴィ
ロフ型擬態をゲノム解析によって調べようと思い立ち，その

結果を 2019 年に発表したのだ。
研究チームは，中国水稲栽培の中心地である長江（揚子江）
流域から 328 系統のイヌビエを集めてゲノムを解析した結
果，3つのグループに分けることができた。しかもその 3グ
ループは，表現型レベルでの擬態型，非擬態型，中間型とい
う 3タイプと一致していた。
分子系統樹の解析からは，擬態型は，およそ 1000 年前に
非擬態型から分かれた小集団から進化したと推定された。そ
の年代は，中国で稲作が始まった宋の時代に相当する。ヴァ
ヴィロフ型擬態が完成するにあたっては，1986 個の遺伝子
が選抜にかかったようだ。そのうち，茎が伸びる角度を決め
る LAZY1遺伝子を含む 87個は，植物の形態にかかわる遺伝
子だという。まさにヴァヴィロフ型擬態が遺伝子レベルで裏
付けられたのだ。
研究を主導した扇龍江は，ヴァヴィロフが圧政にもめげず
遺伝学者としての筋を通したことを学生時代に学んでから，
ヴァヴィロフを英雄として尊敬してきたという。そして今回
の研究は，作物科学におけるヴァヴィロフの復権を期したも
のだという。
2020 年 5月には，日本の研究チームがサクラジマダイコ
ンの高精度ゲノム解読に成功したと報告した。遺伝資源とし
てのサクラジマダイコンの潜在能力が明かされ，ヴァヴィロ
フの慧眼がさらに裏書される日も近いことだろう。

図 -1　ヴァヴィロフ型擬態
左：�レンズマメの形状に似ていることから，光学レンズは「レンズ」と命名された。
（1807年の図版）

右：�ヤハズエンドウはソラマメ属だが，野生型の種子は球状で，レンズ型の種子は
潜性形質。（1885年の図版）

図 -2　タイヌビエ（植調雑草大観より）
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■協会だより
■■試験成績検討会
●�2019年度冬作関係（麦類・いぐさ・水稲刈跡）除草剤・
生育調節剤試験成績検討会
　日時：�2020年9月10日（木）�10:00～17:00�
　場所：�ホテルラングウッド
� � 東京都荒川区東日暮里5-50-5
� � TEL��03-3803-1234
　新型コロナウイルス感染症拡大防止策を十分に講じた上
で開催いたします。

■■人事異動
2020年6月30日付
　退職　　　京都試験地主任� 小林　秀臣
　退職　　　鹿児島大隅試験地主任� 露重　美義
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